
 

 

第 119 回日展 

   第 2 科（洋画） 特選授賞理由 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題名              作者名 
光の刻           岡田正己 

授賞理由 
幾何学的な建築構造と緻密に描かれた日常の細部に、

青年の存在感が際立つ。階段の傾斜と並行する光線や柔

らかな反射光が無機質な空間を和らげ、光と影の美しい

ドラマを演出した卓越した完成度を讃えたい。 

 

 

connect           橘 貴紀 

授賞理由 
女性が床に横たわる何気ない風景だが、差し込む光や

そこに点在する小さなものたちは記憶や意識の断片とし

て描かれていて、作家が「認識と現実」との関わりを絵

画表現の中で試みた、日展では新風を感じる佳作だと思

う。 

 
 
静かな午後          田中知子 

授賞理由 
 文展から始まる日展洋画の正統派人物画として、しっ

かりしたデッサン力と、統一された色調の中で若い女性

の瑞々しさを午後の光の中で表現している確かな技量の

持ち主です。優秀な作品として認められました。 

 
 
白暮の古都          中西 敦 

授賞理由 
作品はチェコの首都プラハの薄暮の時間を切り取った

ものである。暮れなずむ紫色の光と雪明りの光が混ざり、

古都に哀愁が漂う。統一感のある穏やかな色彩で一層静

謐な空気感を表現している。 
 
 

生 2026            橋本弘幸 

授賞理由 
安定した構成で、真心をもってひたむきに描いてい

ます。無垢であり威厳を感じます。作者の人生におけ

る生と死が、理知的に表現され特選に相応しい作品で

す。 
 

題名             作者名 
山林           福田次子 

授賞理由  
 静かな樹間なのだが、大胆にドリッピングされた枝と

寒色系の落ち着いた色調で、ピンと張りつめた空気感を

表現した。緊張感と重厚感のある作品となった。 

 
 
 
港揺影          藤川耕太郎 

授賞理由 
港の風景を縦構図にして、水面に映る港の風景が、海

の波によってさまざまに変化する姿を、優しいまなざし

で表現した秀作である。 

 
 
 
 
少年僧          宮下陽子 

授賞理由 
 長年にわたる現地の取材を基に風俗や人物像を表現し

てきた作家である。無機質な壁と少年僧を対比させ奥深

い表現となっている。まだ幼い少年らしい表情と純粋性

も大きな魅力となり秀逸な作品となっている。 
 
 
壁の向こうに       吉田 定 

授賞理由 
 長きにわたり、板壁のある景色をテーマとしてきた作

家である。今回の作品も、何げない板壁とにわとりをシ

ンプルに構成し、板壁の美しさが際立った作品となって

いる。 
 
 
刹那の日暦        米澤光治 

授賞理由 
甲子園近くの下町であろうか。生れ育った狭い路地裏

の商店街に着目して、人と建物、そして車の行き交う喧

騒たる瞬間をみごとに描き出している。特選に相応しい

作品となっている。 
 


